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Seg.3 90%、左前下行枝Seg.6 50-75%、Seg.7 50%、 
HLB 90%を指摘された。冠動脈評価目的に入院。 
身体所見 

































































































LAD                35 
LVDｄ/Ds     47/30 




右冠動脈 Seg.3 50%、 Seg.4AV 100% 
冠動脈造影 
左冠動脈 Seg. 7 50-75%、 Seg.12 90% 
FFR：Fractional Flow Reserve 
    (冠血流予備量比) 
薬剤負荷心筋シンチグラフィー 

































・多枝病変患者をFractional Flow Reserveと負荷 
 心筋シンチグラフィーで虚血領域を評価した際に、 
 虚血領域が一致するのは42%とされる。 
                      JACC Cardiovasc Interv.2010 Mar;3(3):307-14 
ま と め 
・冠動脈造影にて、前下行枝近位部にびまん性 
 中等度狭窄を認め、 Fractional Flow Reserveは 
 有意に低下していた。 
 
・薬剤負荷心筋シンチグラフィーでは同領域の 
 壁運動は低下しており、同病変に対する血行 
 再建が必要と判断した。 
  多指病変では、冠動脈造影のみで心筋
虚血の有無を判断するのではなく、核医学
検査などの検査も併用し、壁運動異常など
も考慮し、心筋虚血を評価することが重要
であった。 
結語 
